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　２月 25 日から３月
３日まで、リサイク
ルプラザ・おく（邑久
町尾張）で、おひなさ
まフェスタが開催され
ました。
　瀬戸内市消費生活
問題研究協議会邑久

グループが毎年開催しているもので、今年で８回目。会場
には、余った布で作ったつり下げびなや段飾りなど、たく
さんのひな人形が飾られ、来場者の目を楽しませていました。
【写真　色鮮やかな段飾りなどを見つめる来場者（上）／和
紙でひな人形を作るコーナーも設けられました（下）】
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平
成
30
年
２
月
市
議
会
定
例
会
が
２
月
21
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

錦海塩田跡地の太陽光発電所

　
現
在
国
に
お
い
て
は
、「
子
育

て
安
心
プ
ラ
ン
」
を
踏
ま
え
た
保

育
の
受
け
皿
整
備
な
ど
の
「
人
づ

く
り
革
命
」
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

取
り
組
み
の
強
化
に
よ
る
観
光
の

基
幹
産
業
化
な
ど
、「
楽
し
い
国

日
本
」
の
実
現
に
向
け
、
自
治
体

や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り
の

舵
取
り
役
と
な
る
法
人
）
と
の
連

携
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
に
お
い
て
も
、
財
政

健
全
化
を
進
め
る
と
同
時
に
、
子

育
て
支
援
、
教
育
環
境
の
整
備
に

よ
る
人
づ
く
り
、
ま
た
本
市
特
有

の
資
源
を
生
か
し
た
新
た
な
取
り

組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
予
算
に
お
い
て

は
、
学
童
保
育
施
設
整
備
や
小
・

中
学
校
お
よ
び
幼
稚
園
の
整
備
な

ど
、
子
育
て
、
教
育
の
環
境
整
備

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ

駅
前
整
備
な
ど
、
瀬
戸
内
市
の
魅

力
の
発
信
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
外
国
人
旅

行
客
の
誘
客
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
再
生
・
経
済
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、
錦
海
塩
田
跡

地
の
発
電
所
が
完
成
し
、
い
よ
い

よ
試
験
運
転
が
始
ま
る
一
方
で
、

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ハ
ン
セ

ン
病
療
養
所
世
界
遺
産
登
録
推
進

協
議
会
」
に
よ
る
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
の
世
界
遺
産
登
録
推
進
活
動

が
始
ま
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
積
み

重
ね
て
き
た
苦
労
が
実
る
と
同
時

に
、
新
た
な
課
題
に
挑
戦
す
る
年

で
も
あ
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
要
望
や
ご
意
見
を
真し

ん
し摯
に
受
け

止
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
幸
せ
を

市  

長  

か  

ら

を
活
用
し
た「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
積

み
立
て
た
応
援
基
金
を
活
用
す

る
た
め
、「
応
援
基
金
活
用
事
業
」

枠
を
設
け
、
各
所
属
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
事
業
の
う
ち
、
必
要
と
認

め
た
事
業
に
つ
い
て
基
金
積
立
金

を
充
当
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効

果
的
に
配
分
し
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
予
算
編
成
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、

１
７
９
億
３
、１
２
０
万
円
と
前

年
度
予
算
よ
り
も
８
億
71
万
円
の

増
加
と
な
り
、
合
併
後
最
大
の
予

算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
３
駅
の
駅
前
等

整
備
事
業
、
学
校
施
設
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
く
小
・
中
学
校
お
よ

び
幼
稚
園
施
設
な
ど
の
整
備
事

業
、
保
育
園
施
設
整
備
事
業
、
学

童
保
育
施
設
整
備
事
業
な
ど
の
事

業
費
を
計
上
し
た
こ
と
が
主
な
要

因
で
す
。

矢寄ヶ浜（牛窓町鹿忍）沿いを走る
市営バス

弱
者
に
優
先
的
に
回
答
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
営
バ
ス
の
利
用
促
進

策
に
つ
い
て
市
職
員
か
ら
ア
イ
デ

ア
や
意
見
を
聞
く
機
会
と
し
て
、

「
市
営
バ
ス・ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
設
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
検
討
で

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
や
意
見
を
基

に
、
市
営
バ
ス
事
業
の
運
行
改
善

お
よ
び
利
用
促
進
策
の
検
討
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
当
初
予
算

　

当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
財
政
健
全
化
を
基
本
と
し
、

持
続
可
能
で
自
立
性
の
高
い
財
政

運
営
基
盤
の
確
立
を
図
り
つ
つ
、

瀬
戸
内
市
太
陽
の
ま
ち
創
生
総
合

戦
略
に
基
づ
く「
地
方
創
生
事
業
」

や
、
錦
海
塩
田
跡
地
の
貸
付
収
入

を
積
み
立
て
た
太
陽
の
ま
ち
基
金

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

市
営
バ
ス
の
利
用
促
進

　
昨
年
11
月
に
運
行
を
開
始
し
た

市
営
バ
ス
３
路
線
沿
線
に
お
住
ま

い
の
人
の
利
用
状
況
や
ご
意
見
を

把
握
し
、
今
後
の
改
善
の
資
料
と

す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
票
は
、
市
営
バ
ス
の
認
知

度
や
利
用
状
況
、
改
善
点
な
ど
を

ご
回
答
い
た
だ
く
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
高
齢
者
や
運
転
免
許
を
持

た
な
い
人
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
交
通

程
度
、
前
倒
し
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
な
り
、
早
け
れ
ば
今
年
の
秋
ご

ろ
か
ら
本
格
稼
働
の
予
定
で
す
。

市
民
病
院
の
利
用
状
況

　

今
年
１
月
末
ま
で
の
患
者
数

は
、
入
院
が
２
万
９
、３
９
３
人

で
前
年
度
同
期
と
比
較
し
て
５
、

４
７
２
人
の
増
加
、
１
日
平
均

96
・
１
人
で
病
床
稼
働
率
は
87
・

３
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
来
が
４
万
８
８
７
人

で
前
年
度
同
期
と
比
較
し
て
３
、

２
６
８
人
の
増
加
、
１
日
平
均

２
０
０・４
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
瀬
戸

内
市
民
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
実
現

に
向
け
て
、
地
域
医
療
構
想
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
地
域
に
必
要
な
医

療
提
供
体
制
の
確
保
と
安
定
し
た

経
営
の
も
と
で
医
療
の
質
の
向
上

を
図
り
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
病

院
と
す
る
べ
く
改
革
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
三
河
内
病
院
事
業
管
理

者
は
、
今
年
度
末
で
任
期
満
了
と

な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
就
任
い

た
だ
き
、
改
革
を
実
現
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

補
助
金
、
民
間
助
成
金
、
会
費
な

ど
を
財
源
と
し
て
、
専
門
家
を
招

い
て
の
講
演
会
の
開
催
、
学
術
調

査
、
啓
発
交
流
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

保
育
施
設
の
拡
張
・
改
修

　
福
田
保
育
園
の
園
舎
拡
張
に
つ

い
て
は
、
昨
年
10
月
か
ら
工
事
を

開
始
し
、
１
月
末
現
在
75
％
程
度

の
進
捗
で
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。３
月
末
ま
で
に
施
設
の
完
成
、

備
品
な
ど
の
搬
入
を
完
了
し
、
４

月
か
ら
の
受
け
入
れ
開
始
に
向

け
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
の
整
備
に
よ
り
、
４

月
か
ら
は
、最
大
23
人
の
０
歳
児
、

１
歳
児
を
新
た
に
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
施
設
と
な
り
、
入
所

を
希
望
す
る
人
に
柔
軟
な
対
応
が

可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
世
界
遺
産

登
録
推
進
協
議
会
の
活
動

　
昨
年
11
月
14
日
に
設
立
総
会
を

行
っ
た
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
世
界
遺
産
登

録
推
進
協
議
会
」
は
、
今
年
１
月

18
日
に
岡
山
県
知
事
か
ら
設
立
の

認
証
を
受
け
、
１
月
25
日
に
法
人

の
設
立
登
記
が
完
了
し
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
と
し
て
成
立
し
ま

し
た
。

　
現
在
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の

世
界
遺
産
登
録
推
進
活
動
を
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象
事
業
と

す
る
た
め
、
内
閣
府
に
対
し
、
地

域
再
生
計
画
を
提
出
す
る
と
と
も

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
会
員
募
集
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
中
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活

動
と
し
て
は
、
邑
久
光
明
園
内
の

旧
入
所
者
自
治
会
館
内
に
置
く
事

務
所
の
環
境
整
備
な
ど
と
並
行
し

て
、
療
養
所
入
所
者
自
治
会
が
実

施
す
る
学
識
経
験
者
に
よ
る
世
界

遺
産
登
録
の
勉
強
会
な
ど
に
参
加

す
る
予
定
で
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
財
源
と
す
る
市
か
ら
の

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
事
業
の

進
捗
状
況

　
太
陽
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
進
め
て
き
た
、
瀬
戸
内
Ｋキｉ

ｒレ

イ
ｅ
ｉ
太
陽
光
発
電
所
の
建
設
事

業
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、
事

業
者
に
よ
る
設
置
工
事
が
順
調
に

進
ん
だ
結
果
、
当
初
の
予
定
か
ら

早
ま
り
、
２
月
末
に
は
完
了
す
る

予
定
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
当
初
の
予
定
で

は
、
平
成
30
年
６
月
ご
ろ
に
発
電

所
の
設
置
工
事
を
完
了
し
、
そ
の

後
半
年
程
度
、
試
験
稼
働
や
検
査

を
実
施
し
、
平
成
31
年
の
春
ご
ろ

か
ら
運
転
開
始
の
予
定
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
当
初

の
予
定
よ
り
３
カ
月
か
ら
６
カ
月

　
ま
た
、
長
船
東
保
育
園
に
つ
い

て
は
、
調
乳
室
の
改
修
工
事
が
完

了
し
、
新
た
に
０
歳
児
の
受
け
入

れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
駅
前
等
整
備
事
業
の

進
捗
状
況

　
市
内
の
Ｊ
Ｒ
３
駅
の
駅
前
等
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
や
地
権
者
と
の
用
地
交
渉
な
ど

の
結
果
も
踏
ま
え
て
、
事
業
を
進

め
る
上
で
必
要
な
用
地
を
再
検
討

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
邑
久

駅
に
つ
い
て
は
一
部
計
画
の
変
更

が
必
要
と
な
り
、
平
成
29
年
度
に

業
務
委
託
を
し
て
い
る
詳
細
設
計

の
完
成
は
、
当
初
の
予
定
よ
り
少

し
時
間
が
か
か
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
協
議

や
地
元
調
整
を
進
め
、
当
初
の
整

備
計
画
に
沿
っ
て
、
公
衆
用
ト
イ

レ
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
、
駐
輪
場

の
整
備
、
歩
車
道
分
離
な
ど
、
広

く
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
効
果

的
な
駅
前
広
場
と
な
る
よ
う
、
平

成
30
年
度
の
秋
ご
ろ
ま
で
に
工
事

に
着
手
し
、
平
成
31
年
度
末
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。

拡張された福田保育園の園舎
（右側が既存の園舎）
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を
占
め
、
前
年
よ
り
３
ポ
イ
ン
ト

高
く
な
り
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢

者
の
救
急
搬
送
率
は
年
々
高
ま
っ

て
お
り
、
高
齢
者
に
多
い
家
庭
内

で
の
転
倒
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
住
宅
防
火
訪
問
や
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
調
査
時
な
ど
に

予
防
救
急
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
救
急
隊
員
の
知
識
・
技
術

の
向
上
の
た
め
、
市
民
病
院
と
の

連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
指

導
救
命
士
に
よ
る
救
急
隊
員
の
教

育
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
学
力

向
上
、
生
徒
指
導
、
道
徳
や
小
学

校
に
お
け
る
外
国
語
の
教
科
化
を

は
じ
め
と
し
た
教
育
活
動
の
充
実

を
図
る
た
め
、
各
学
校
に
お
け
る

授
業
改
善
や
教
員
の
指
導
力
向
上

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
内
の

業
務
改
善
、
部
活
動
の
適
正
化
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

教
育
長
か
ら

《集団検診》
　検診当日に問診票を受け取っ
て記入してください。
　事前に記入したい人は、右表
の場所で期間内に入手してくだ
さい。
《個別検診》
　検診当日に受診する医療機関
から問診票を受け取って記入し
てください。

がんは他人ごとではありません。誰もがかかる可能性の
ある身近な病気です。
がんは死因の第１位となっており、２人に１人ががんに
なり、３人に１人ががんで亡くなっています。

市のがん検診は、休日や平日夜間に実施する検診も
あります。
個別検診では、都合のつくときに検診を受けられま
す。土日や夜間に受診できる医療機関もあります。

設置場所 設置期間

瀬戸内市内の郵便局
※日出・木尾簡易郵便局を除く   ３月 26 日（月）～７月６日（金）

各集団検診会場、ゆめトピア長船、
市役所（市民課）、牛窓支所、裳掛
出張所

  ３月 26 日（月）～ 10 月 17 日（水）

中央公民館（邑久）、長船町公民館、
牛窓町公民館
※分館を除く

  ３月 26 日（月）～ 10 月 17 日（水）

「がん集団検診問診票」と「大腸がん検診検査容器」の設置場所・期間

早期のがんは自覚症状がほとんどありません。
症状がなくても定期的にがん検診を受けましょう。

がんは不治の病ではありません。
早く見つけて治療すれば、高い確率で治すことができます。

△受診券（見本）問診票について

がんは死因の第１位となっており、２人に１人ががんに

　　がん？
自分には関係ない

症状がないから
　　大丈夫

市のがん検診は、休日や平日夜間に実施する検診も

仕事をしていて
　　時間がない 早く見つけて治療すれば、高い確率で治すことができます。早く見つけて治療すれば、高い確率で治すことができます。

検診を受けてがんが
見つかったら怖い

住宅用火災警報器の設置について説明する
女性消防団員（写真右）

太刀　銘　吉房

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保

し
効
果
的
な
教
育
活
動
を
行
う
た

め
に
も
、
さ
ら
に
推
進
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
者
の
利
便
性

向
上
を
図
る
た
め
に
、
平
成
28
年

度
に
策
定
し
た
「
み
ん
な
で
つ
く

る
瀬
戸
内
市
の
子
育
て
広
場
基
本

構
想
」
も
踏
ま
え
た
環
境
を
整
備

す
る
た
め
の
検
討
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

日
本
遺
産
認
定
に
向
け
て

関
市
と
共
同
申
請

　
日
本
遺
産
は
、
地
域
の
歴
史
的

魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
日
本
の
文

化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を

日
本
遺
産
と
し
て
文
化
庁
が
認
定

す
る
も
の
で
す
。

　
全
国
屈
指
の
日
本
刀
の
生
産
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
瀬
戸
内
市

と
岐
阜
県
関
市
は
、
５
０
０
年
以

上
に
わ
た
り
日
本
刀
の
制
作
技
術

が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
30
年
度
の
日

本
遺
産
認
定
に
向
け
て
岐
阜
県
関

市
と
の
共
同
に
よ
り
『
鋼
と
炎
の

芸
術
「
日
本
刀
」
の
聖
地
〜
関
・

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で

テ
ー
マ
展
「
甦
っ
た
赤
羽
刀
」
を

開
催
中

　
博
物
館
で
は
、
２
月
18
日
か
ら

４
月
22
日
ま
で
、テ
ー
マ
展「
甦
っ

た
赤
羽
刀
」
を
開
催
中
で
す
。

　
本
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
赤

羽
刀
は
１
０
７
口ふ

り

あ
り
、
そ
の
う

ち
57
口
は
備
前
の
銘
の
あ
る
日
本

刀
で
す
。

　
こ
の
テ
ー
マ
展
で
は
、
再
び
輝

き
を
取
り
戻
し
た
鎌
倉
時
代
中
期

の
福
岡
一
文
字
派
で
あ
る
吉よ

し
ふ
さ房

の

太
刀
や
、
戦
国
時
代
を
代
表
す
る

備び
し
ゅ
う州

長お
さ
ふ
ね船

勝か
つ
み
つ光

、
戦
国
時
代
か
ら

江
戸
時
代
に
繁
栄
し
た
祐す

け
さ
だ定
の
刀

な
ど
、
備
前
刀
を
中
心
と
し
た
赤

羽
刀
約
40
口
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

長
船
〜
』
と
し
て
申
請
を
行
い
ま

し
た
。
な
お
、
日
本
遺
産
の
認
定

に
つ
い
て
は
、
４
月
末
に
発
表
さ

れ
る
予
定
で
す
。

邑
久
中
学
校
大
規
模
改
造
工
事
の

進
捗
状
況

　
平
成
29
年
度
に
着
手
し
た
北
棟

の
大
規
模
改
造
工
事
は
、
今
年
５

月
の
完
成
に
向
け
て
現
在
、
計
画

ど
お
り
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
夏
季
休
業
期
間
中
に
は
仮
設
校

舎
か
ら
引
っ
越
し
を
行
い
、
２
学

期
か
ら
本
校
舎
で
の
授
業
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

邑
久
学
校
給
食
調
理
場
の

業
務
委
託
の
進
捗
状
況

　

邑
久
学
校
給
食
調
理
場
の
調

理
・
配
送
・
洗
浄
業
務
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
業
務
委

託
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
応

募
が
あ
っ
た
事
業
者
に
つ
い
て
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
審
査
を
実

施
し
た
上
で
、
平
成
29
年
12
月
28

日
に
委
託
契
約
を
締
結
し
、
平
成

30
年
度
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

平
成
29
年
中
の
火
災
救
急
概
況

　
平
成
29
年
中
の
火
災
件
数
は
12

件
で
、
前
年
よ
り
９
件
減
少
し
て

い
ま
す
。
内
訳
は
、
建
物
６
件
、

車
両
１
件
、
そ
の
他
の
火
災
５
件

で
、
２
人
が
負
傷
し
て
い
ま
す
。

　
建
物
火
災
の
う
ち
、
３
件
が
工

場
な
ど
の
防
火
対
象
物
で
、
大
規

模
火
災
に
つ
な
が
る
危
険
性
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
予
防
査
察
や
警
防

隊
に
よ
る
警
防
調
査
を
継
続
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、
救
急
は
１
、７
２
８
件

の
出
動
に
よ
り
、
１
、６
７
６
人

を
搬
送
し
、前
年
よ
り
１
６
８
件
、

１
６
８
人
の
増
加
と
な
り
、
過
去

最
高
と
な
り
ま
し
た
。
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
搬
送
率
は
68
・
５
％
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税金 あ これ れ　固定資産税とは、毎年１月１日（賦課期日）に
土地・家屋・償却資産を所有している人に賦課さ
れる税金です。
　４月中旬に送付する固定資産税の納税通知書
に、土地・家屋の課税明細書を同封しています。
　納税通知書が届いたら、適正な課税がなされて
いるかどうか、確認をお願いします。
【土地・家屋価格等縦覧帳簿を縦覧できます】
　市内に所在する土地・家屋の評価額を比較し、
自らの土地・家屋の評価額が適正かどうか確認す
るために、土地・家屋価格等縦覧帳簿を縦覧する
ことができます。縦覧帳簿には、土地の地目、地
積、評価額などや家屋の種類、構造、床面積、評
価額などが記載されています。
　縦覧できるのは、納税義務者本人、義務者から
委任を受けた代理人、または納税管理人です。

▽ 日時　４月２日（月）～５月１日（火）（土・
　日曜日、祝日を除く）
　午前８時 30 分～午後５時 15 分

▽場所　税務課、各支所、出張所

▽持参するもの　本人確認書類（運転免許証、健
　康保険証など）、委任状（代理人が縦覧する場合）
　税務課　☎０８６９-２２ - １１８１

固定資産税の納税通知書を発送します

開始時期 コンビニ納付ができる市税など

４月から 固定資産税

５月から 軽自動車税

６月から 市県民税（普通徴収分）

７月から
国民健康保険税（普通徴収分）

介護保険料（普通徴収分）

８月から 後期高齢者医療保険料（普通徴収分）

　身体に障害のある人や重度の
精神障害のある人が所有してい
る軽自動車は、申請によって、
１人１台に限り軽自動車税が減
免されます。
　４月１日現在で、身体に障害
がある 18歳未満の人または精

神に障害がある人と生計を同じくする人が所有する
軽自動車も対象となります。
　障害の等級など条件によっては減免の対象になら
ない場合があります。また、自動車税の減免を受け
ている人は、軽自動車税の減免を受けることはでき
ません。

▽申請方法
　申請書は税務課、各支所、出張所にあります。
　印鑑、運転する人の免許証、自動車検査証（車検
証）、減免申請内容が確認できるもの（身体障害者
手帳など）、所有者のマイナンバーが確認できるも
の（通知カードなど）を持参し、手続きをしてくだ
さい。
※平成 20年度以降の減免申請内容（障害の等級、
　車、運転者など）に変更がない場合は、申請書を
　提出する必要はありません。

▽申請期限　５月24日（木）
　　税務課
☎０８６９-２２-１１１４

障害のある人の軽自動車税を減免します

問申

固定資産税Ｑ＆Ａ（質問と答え）

Ｑ．平成 26年５月に住宅を新築しました。
　本年度から固定資産税が急に高くなったのですが、
　なぜですか？
Ａ．新築住宅には、住宅建築促進を図るため、固定資
　産税を軽減する制度があります。一定の要件を満た
　せば３年間（長期優良住宅ならば５年間）、120㎡
　までの床面積について税額が２分の１に軽減されま
　す。今回の場合、軽減期間が終了したため、元の税
　額に戻ったということです。

Ｑ．自宅の屋根に乗せている太陽光発電設備に固定資
　産税が課税されると聞きましたが、本当ですか？
Ａ．太陽光発電設備の規模によっては課税される可能
　性があります。10 ＫＷ以上の発電量として電力会
　社と売電契約をしている場合は、固定資産税の償却
　資産として所有者に申告義務があります。毎年１月
　に税務課へ申告書を提出してください。
※屋根材と一体型（建材型）タイプの太陽光発電設備
　は、償却資産の対象外となるため、申告の必要はあ
　りません。

固定資産税Ｑ＆Ａ（質問と答え） 土地・家屋・償却資産を所有している人に賦課さ
れる税金です。

固定資産税Ｑ＆Ａ（質問と答え）固定資産税Ｑ＆Ａ（質問と答え）

　本年度から固定資産税が急に高くなったのですが、

問

市税・保険料のコンビニ納付が始まります

　皆さんの利便性の向上のため、平成 30 年度の市税・保険料から全国のコンビニエンスストアで納付が
できるようになります。時間や曜日を気にせず、最寄りのコンビニで納付できますので、ご利用ください。
　税務課　☎０８６９-２２ - １１１４

○市税　　市県民税（普通徴収分）、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税（普通徴収分）
○保険料　介護保険料（普通徴収分）、後期高齢者医療保険料（普通徴収分）

セブン－イレブン、ファミリーマート、ローソン、
サークル K・サンクス、ポプラなど
※詳しくは、市から送付する納付書の裏面に記載
　されたコンビニ一覧表をご確認ください。
　・営業時間内であれば、いつでも納付できます。
　・手数料はかかりません。
　・現金で納付してください（小切手、カード類、
　商品券で納付することはできません）。
　・領収書は重要な書類です。大切に保管してくだ
　さい。

次のいずれかの場合、コンビニ納付はできません。
　・バーコードの印字がない納付書
　・納付期限を過ぎた納付書
　・汚れや破損によりバーコードが読み取れない納付書
　・金額を訂正した納付書
　・１枚の納付金額が 30 万円を超える納付書（30 万円を超える納付書にはバーコード印字がありません）

コンビニで納付できる市税・保険料

利用できるコンビニコンビニ納付開始時期

コンビニで納付できない場合

開始時期は、市税・保険料で異なります。

・汚れや破損によりバーコードが読み取れない納付書・汚れや破損によりバーコードが読み取れない納付書

ご注意
ください

問

平成 30年度から
セットちゃん



　
市
で
は
、
在
宅
の
重
度
障
害
者

に
対
し
て
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一

部
を
助
成
す
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
、
利
用
券
の

使
用
方
法
を
次
の
よ
う
に
変
更
し

ま
す
。

▽
変
更
内
容

①
利
用
券
を
使
用
す
る
際
、
１
月

　
当
た
り
の
使
用
枚
数
制
限
が
な

　
く
な
り
ま
す
。

②
乗
車
地
ま
た
は
降
車
地
が
市
内

　
で
あ
れ
ば
使
用
で
き
る
よ
う
に

　
な
り
ま
す
。

　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ
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知っ得！
せとうち便

お
知
ら
せ

▽
対
象
者

　
在
宅
の
身
体
障
害
者
手
帳
１
・

２
級
所
持
者
お
よ
び
療
育
手
帳
Ａ

所
持
者

▽
助
成
内
容

　
一
乗
車
に
つ
き
５
０
０
円
助
成

す
る
利
用
券
を
、
申
請
し
た
月
を

基
準
と
し
て
、「
１
月
あ
た
り
５

枚
（
人
工
透
析
療
法
な
ど
で
週
３

回
以
上
の
通
院
を
必
要
と
し
、
他

の
交
通
手
段
が
利
用
で
き
な
い
人

は
10
枚
）
×
年
度
残
月
数
」
を
交

付
し
ま
す
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
、
印
鑑

▽
交
付
・
申
請
場
所

　
福
祉
課
、市
民
課
、牛
窓
支
所
、

裳
掛
出
張
所

　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

問

　
わ
が
国
で
は
、
全
て
の
人
が
必

ず
何
ら
か
の
健
康
保
険
制
度
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
（
健
康

保
険
組
合
、
共
済
組
合
、
協
会
け

ん
ぽ
な
ど
）
に
未
加
入
の
人
や
生

活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
で
な
い

人
は
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
届
出
が
必
要
な
と
き
】

　
国
保
に
加
入
・
脱
退
す
る
理
由

が
生
じ
て
か
ら
14
日
以
内
に
自
分

自
身
や
世
帯
主
ま
た
は
代
理
人
に

よ
る
届
出
が
必
要
で
す
（
下
表
参

照
）。
自
動
的
に
切
り
替
わ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
に
よ
る
届
出
は
、
委
任

　
状（
様
式
任
意
）が
必
要
で
す
。

※
満
75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日 

　
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
加
入
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

　
手
続
き
は
不
要
で
す
。

【
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
】

　
国
保
の
加
入
日
は
、
加
入
の
届

出
を
し
た
日
で
は
な
く
、
国
保
の

資
格
を
得
る
事
由
の
生
じ
た
日

（
転
入
し
た
日
や
他
の
健
康
保
険

  

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

  

使
用
方
法
を
変
更

  

国
保
加
入
・
脱
退
の
際
は

  

届
出
を
忘
れ
ず
に

の
資
格
を
喪
失
し
た
日
な
ど
）
で

す
。
そ
の
た
め
、
国
保
の
加
入
の

届
出
が
遅
れ
る
と
、
加
入
の
時
点

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
届
出
ま
で
国
保
の
被
保

険
者
証（
保
険
証
）が
な
い
た
め
、

そ
の
間
の
医
療
費
は
い
っ
た
ん
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る
と
】

　
保
険
税
が
他
の
健
康
保
険
料
と

重
複
し
て
請
求
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
の
に
国
保
の
保
険
証
を

使
っ
て
医
療
機
関
を
受
診
し
た
際

は
、
そ
の
医
療
費
を
全
額
返
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

こんなとき 手続きに必要なもの

加
入
す
る
と
き

職場の健康保険を脱退したとき 印鑑・健康保険資格喪失証明書など・
本人確認書類職場の健康保険の被扶養者から外れたとき

他の市区町村から転入したとき 印鑑・他の市区町村の転出証明書・本
人確認書類

子どもが生まれたとき 印鑑・母子健康手帳・本人確認書類

生活保護を受けなくなったとき 印鑑・保護廃止決定通知書・本人確認
書類

脱
退
す
る
と
き

職場の健康保険に加入したとき 印鑑・国保と職場の保険証・本人確認
書類職場の健康保険の被扶養者になったとき

他の市区町村に転出するとき 印鑑・国保の保険証・本人確認書類

国保の被保険者が死亡したとき 印鑑・国保の保険証

生活保護を受けるようになったとき 印鑑・国保の保険証・保護開始決定通
知書・本人確認書類

そ
の
他

市内で住所が変わったとき
印鑑・国保の保険証・本人確認書類

世帯の変更があったとき

就学のため、別に住所を定めるとき 印鑑・国保の保険証・在学証明書など・
本人確認書類

保険証をなくしたとき 印鑑・本人確認書類

※届出人（世帯主）および被保険者のマイナンバーが分かる書類（通知カー
　ドなど）も手続きに必要になります。

問

巻
之
百
三
十
二

量
的
に
は
「
転
用
硯
」
は
圧
倒
的

に
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。「
定

形
硯
」
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
に

よ
る
分
類
で
は
、「
円
面
硯
」「
円

形
硯
」「
宝ほ

う
じ
ゅ珠

硯
」「
風ふ

う
じ字

硯
」「
形

象
硯
」
の
５
つ
に
分
類
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

円
面
硯
は
丸
い
形
を
し
て
お

り
、
中
央
の
盛
り
上
が
っ
た
部
分

で
墨
を
擦
り
、
筆
先
を
整
え
る
の

が
「
陸
」。
陸
の
周
り
の
く
ぼ
ん

だ
部
分
に
擦
っ
た
墨
液
を
溜
め
る

の
が
「
海
」
で
、
海
の
外
側
に
縁

を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
硯
面
の
周
囲
に
は
末
広

が
り
の
円
筒
形
の
台
を
付
け
、
台

部
に
は
等
間
隔
で
方
形
や
三
角
形

の
装
飾
性
の
あ
る
透
か
し
穴
が
開

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

円
面
硯
と
寒
風
古
窯
跡

　
約
１
３
０
０
年
前
の
飛
鳥
時
代

を
中
心
と
し
て
須
恵
器
生
産
が
行

わ
れ
て
い
た
寒
風
古
窯
跡
群
か
ら

円
面
硯
の
破
片
が
多
く
出
土
し
て

い
ま
す
。

る
硯
の
ほ
と
ん
ど
は
石
で
作
ら
れ

て
お
り
、
墨
を
擦
り
、
筆
先
を
整

え
る
部
分
の
「
陸お

か

」
と
、
擦
っ
た

墨
液
を
溜た

め
る
部
分
の
「
海
」
が

あ
り
、
周
囲
に
縁
を
巡
ら
せ
て
い

る
も
の
が
一
般
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
漢
字
が
中
国
か
ら

日
本
へ
伝
わ
り
硯
が
導
入
さ
れ
た

の
は
古
代
（
７
世
紀
前
半
ご
ろ
）

の
飛
鳥
時
代
か
ら
で
、
平
安
時
代

中
期
ご
ろ
ま
で
は
墨
を
擦
る
こ
と

に
耐
え
う
る
硬
さ
を
持
つ
須
恵
質

の
焼
き
物
に
よ
る
硯
（
陶と

う
け
ん硯
）
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

陶
硯
は
、
古
代
の
国
の
都
で

あ
っ
た
奈
良
の
平
城
京
跡
や
京
都

の
平
安
京
跡
を
は
じ
め
、
寺
院
跡

や
地
方
の
役
所
跡
か
ら
の
出
土
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
現
在
と
異
な
り
漢
字
を
読
み
書

き
で
き
た
の
は
貴
族
や
役
人
、
僧

侶
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
国
を
統

治
す
る
行
政
機
構
の
中
で
文
字
を

書
く
文
書
行
政
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
陶
硯
の
使
用
は
他
の
東

ア
ジ
ア
地
域
で
は
見
ら
れ
な
い
古

代
日
本
の
特
徴
で
す
。

陶
硯
の
種
類
と
円
面
硯
と
は

　
陶
硯
の
種
類
に
は
須
恵
器
と
同

様
の
焼
成
に
よ
り
硯
と
し
て
専
用

に
作
ら
れ
た
「
定
形
硯け

ん

」
と
食
器

で
あ
る
杯つ

き

蓋
や
杯
身
、
ま
た
液
体

の
貯
蔵
容
器
で
あ
る
甕か

め

の
破
片

な
ど
を
転
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る

「
転
用
硯
」
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
の
研
究
で
は
杯

を
初
め
か
ら
硯
と
し
て
使
用
さ
れ

た
場
合
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
文
書
を
作
成
す
る
に
は

文
字
を
「
書
く
」
こ
と
か
ら
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
に
よ
る
文
字
を

「
打
つ
」
行
為
に
代
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　
古
来
中
国
で
は
、
文
人
が
文
字

に
よ
っ
て
意
思
や
伝
達
、
記
録
を

書
き
残
す
最
も
重
要
な
文
房
具
の

四
種
と
し
て
墨
・
筆
・
硯す

ず
り・
紙
を

「
文ぶ

ん

房ぼ
う

四し
ほ
う宝
」
と
し
て
珍
重
し
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
「
文
房
四
宝
」
の
一
つ
で

あ
る
硯
は
、
古
代
に
は
瀬
戸
内
市

と
非
常
に
関
係
が
あ
り
ま
し
た
。

硯
に
つ
い
て

　
現
在
、
墨
を
擦
る
時
に
使
用
す

　
定
形
の
硯
が
生
産
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
遺
跡
の
性
格
を
考
え
る
上

で
も
重
要
で
す
。
古
代
寺
院
の
屋

根
に
飾
ら
れ
る
鴟し

び尾
と
と
も
に
政

治
的･

文
化
的
中
心
地
用
に
製
品

を
供
給
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
官

窯
的
な
性
格
を
待
っ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
昨
年
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
円
面
硯
を
作
り
、
復
元
し
た
須

恵
器
窯
で
焼
き
あ
げ
ま
し
た
。

【
参
考
文
献
】

　

・
青
木
敬
「
硯
を
詠
む
」
２
０
１
４寒風陶芸会館のワークショップで参加者が作った円面硯

古
代
の
焼
物
の
硯

　
　
　

～
円
面
硯
と
は
～
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平
成
30
年
度
高
齢
者
肺
炎
球
菌

感
染
症
定
期
予
防
接
種
を
実
施
し

ま
す
。

　
こ
の
予
防
接
種
は
、
肺
炎
の
重

症
化
と
死
亡
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す

る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、

対
象
の
人
は
接
種
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

▽
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

人
で
、
こ
れ
ま
で
に
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
（
23
価
肺
炎
球
菌
莢き

ょ
う
ま
く膜ポ

リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン
）
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人

①
平
成
30
年
度
中
に
65
歳
、70
歳
、

　

75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

　
95
歳
、
１
０
０
歳
と
な
る
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

　
心
臓
・
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の

　
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生

　
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

　
程
度
の
障
害
を
有
す
る
人
お
よ

　
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

　
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活

　
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の

　
障
害
を
有
す
る
人

▽
実
施
回
数　
１
回

▽
実
施
期
間　
４
月
１
日
〜
平
成

　
31
年
３
月
31
日

※
こ
の
期
間
内
で
医
療
機
関
が
実

　
施
可
能
な
日
時
に
限
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
期
間
以
外
に
予
防

　
接
種
を
受
け
る
と
全
額
自
己
負

　
担
に
な
り
ま
す
。

※
①
の
対
象
者
（
過
去
に
②
に
該

　
当
し
定
期
予
防
接
種
を
受
け
た

　
人
や
平
成
26
年
度
に
行
っ
た
高

　
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
任
意
予

　
防
接
種
助
成
を
受
け
て
接
種
し

　
た
人
を
除
く
）
に
は
、
別
途
案

　
内
を
送
付
し
ま
す
。
接
種
を
受

　
け
る
際
は
、
届
い
た
案
内
を
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
過
去
５
年
以
内
に
同
じ
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
人
が
再
接
種

を
し
た
場
合
、
副
反
応
が
強
く

発
現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
再
接
種
し
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

　
瀬
戸
内
市
、玉
野
市
、備
前
市
、

赤
磐
市
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員

採
用
合
同
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
費
無
料
、
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
面
接
な
ど
は
行

い
ま
せ
ん
。
普
段
着
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
合
同
説
明
会
へ
の
参
加

の
有
無
が
選
考
に
影
響
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
日
時　
４
月
30
日
（
月・振
休
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
45
分

▽
場
所

　
サ
ン
ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
（
岡
山
市
北
区
駅
前
町
２-

３-

31
）

▽
内
容　
採
用
試
験
の
概
要
や
業

　
務
内
容
の
説
明
、
若
手
職
員
と

　
の
対
話
な
ど

　

総
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
９

  

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症

  

定
期
予
防
接
種

＜相談事例＞
　クレジットカード会社から 20 万円ほどの
高額な請求書が届いた。請求書の明細を確
認すると、オンラインゲームの利用料と
なっていた。
　小学生の息子が私のクレジットカード
を勝手に使ってゲーム上のアイテムを
購入していたようだ。

第 20話　オンラインゲームの

  消 費 生 活
安心ほっとライフ

＜アドバイス＞
●スマートフォンの普及やゲーム機などへの通信機
　能の搭載により、オンラインゲームの仕組みや決
　済方法は多様化し、複雑になっています。
●子どもがクレジットカードの仕組みを理解してお
　らず、「有料で購入」という認識がないままクレ
　ジットカード決済をしているケースもあります。

★周りの大人はオンラインゲームの仕組みや決済方
　法を理解して、あらかじめ子どもと遊び方やルー
　ルを決めておくようにしましょう。
★以前にスマートフォンに登録していたクレジッ 
　トカード情報が有効になっており、子どもが自分
　で入力しなくてもクレジットカード決済ができて
　しまったケースもあります。クレジットカード番
　号の管理には十分気をつけましょう。
　瀬戸内市消費生活センター
☎０８６９-２４ - ８０１１
問

★周りの大人はオンラインゲームの仕組みや決済方
高額請求トラブル

高額な請求書が届いた。請求書の明細を確高額な請求書が届いた。請求書の明細を確高額な請求書が届いた。請求書の明細を確

  

市
職
員
採
用
合
同

  

説
明
会
を
行
い
ま
す

市職員（写真左）の説明を聞く
参加者ら（昨年の合同説明会）

問

問

　
市
で
は
、
経
済
的
な
事
情
に
よ

り
、
義
務
教
育
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
経
費
（
学
用
品
費
・
給
食

費
・
修
学
旅
行
費
な
ど
）
を
負
担

す
る
こ
と
が
困
難
な
保
護
者
に
、

必
要
な
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
に
引
き
続
き
援
助
を
希

望
す
る
場
合
も
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
期
限　
５
月
31
日
（
木
）

※
こ
れ
以
降
も
、
平
成
31
年
１
月

　
31
日
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す

　
が
、
受
付
翌
月
か
ら
の
援
助
に

　
な
り
ま
す
。

▽
提
出
書
類

①
就
学
援
助
申
請
書

②
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し

　
（
該
当
者
の
み
）

③
委
任
状
（
所
得
・
課
税
証
明
書

　
発
行
用
）
ま
た
は
所
得
・
課
税

　
証
明
書
（
平
成
30
年
１
月
１
日

　
現
在
、
住
民
票
が
瀬
戸
内
市
に

　
な
い
場
合
）

④
家
賃
が
分
か
る
も
の
の
写
し

　
（
借
家
・
借
間
の
場
合
）

※
②
が
あ
る
場
合
、
③
と
④
は
不

　
要
で
す
。

※
申
請
書
と
委
任
状
は
教
育
委
員

　
会
、
各
小
・
中
学
校
、
中
央
公

　
民
館（
邑
久
）、牛
窓
町
公
民
館
、

　
長
船
町
公
民
館
に
備
え
付
け
の

　
様
式
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
学
前
支
給
を
申
請
し
た
人
も

　
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

　
　

総
務
学
務
課

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

　
市
で
は
、
経
済
的
な
事
情
に
よ

り
、
修
学
が
困
難
な
学
生
の
学
資

ま
た
は
育
英
上
必
要
な
資
金
を
貸

し
付
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
29
年
度
の
新
規
奨

学
生
か
ら
、
返
還
期
間
中
に
市
内

に
住
所
を
有
し
就
業
し
て
い
る
な

ど
、一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

申
請
に
基
づ
き
、
返
還
金
の
半
額

を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
者　
学
校
教
育
法
に
基
づ

  
就
学
援
助
制
度

　
く
高
等
学
校
お
よ
び
特
別
支
援

　
学
校
の
高
等
部
、
大
学
、
高
等

　
専
門
学
校
、
専
修
学
校
の
在
学
者

▽
申
請
期
限　
６
月
29
日
（
金
）

▽
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
出
身
学
校
ま
た
は
在
学
校
長
の

　
奨
学
生
推
薦
調
書

③
世
帯
全
員
の
住
民
票

④
在
学
証
明
書

⑤
親
権
者
を
含
む
世
帯
全
員
の
平

　
成
29
年
分
所
得
・
課
税
証
明
書

※
①
と
②
は
教
育
委
員
会
、
中
央

　
公
民
館
（
邑
久
）、
長
船
町
公

　
民
館
に
備
え
付
け
の
様
式
で
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
⑤
は
６
月
１
日
以
降
に
発
行
さ

　
れ
ま
す
。

※
世
帯
の
所
得
状
況
、
成
績
な
ど

　
に
よ
り
貸
付
を
受
け
ら
れ
な
い

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
奨
学
金
を
貸
し
付
け
る
際
の
振

　
込
は
、
初
年
度
は
平
成
30
年
８

　
月
下
旬
に
４
月
か
ら
９
月
ま
で

　
の
６
カ
月
分
を
ま
と
め
て
行
い
、

　
以
後
10
、１
、４
、７
月
の
四
半

　
期
ご
と
に
各
３
カ
月
分
を
振
り

　
込
む
予
定
で
す
。

　
　

総
務
学
務
課

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

  

奨
学
金
制
度

問
申

問
申

ねん きん のお はな し♪

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分 ２年分

現
金
支
払

月々 16,340 円 98,040 円 196,080 円 393,000 円

前納 97,240 円
（800 円）

192,600 円
（3,480 円）

378,580 円
（14,420 円）

口
座
振
替

毎月
当月末振替

16,290 円
（50 円）

97,740 円
（300 円）

195,480 円
（600 円）

391,800 円
（1,200 円）

前納 96,930 円
（1,110 円）

191,970 円
（4,110 円）

377,350 円
（15,650 円）

　平成 30年度の国民年金第１号被保険者の月々の保険料は、平成29
年度の保険料から150円減の16,340円となっています。
　保険料は前払い（前納）や口座振替を行うと安くなります。

※クレジット納付の保険料は、月々および前納保険料とも現金納付と　
　同額です。かっこ内は、現金支払額を基礎とする割引額です。
　市民課　☎０８６９-２２-１７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６-２７０-７９２５（自動音声案内２番）
問
問

国民年金保険料が改定されます

　協会けんぽは、中小企業などで働
く従業員とその家族が加入する健康
保険です。
　３月分（４月納付分）から岡山支
部の健康保険料率を 10.15％に据え
置き、40 歳から 64 歳までの人が対
象となる介護保険料率は 1.65％か
ら 1.57％に引き下げられます（任
意継続被保険者は４月分から変更）。
　協会けんぽの保険料率は、毎事業
年度において、都道府県ごとに地域
の医療費を反映し算定しています。
　協会けんぽ岡山支部
☎０８６-８０３ - ５７８０
問

協会けんぽ岡山支部
健康保険料率の変更

記号の説明 予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先 届…届出先 通…通告先



催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

　　知っ得！せとうち便　　

12広報 せとうち No.1612018.    413

ロールレタス
◆作り方
①レタスは葉をはがし、ゆでてざるに
　上げる（８個作れる枚数を用意する）。
②玉ねぎはみじん切りにする。いんげんはすじを取り、
　半分に切る。しめじは房に分ける。
③ボールに鶏ミンチ、豆腐、玉ねぎ、塩、こしょうを
　入れて練る。
④①のレタスを広げ、③を１/ ８のせて包み、つまよ
　うじで止める。同様にして８個作る。
⑤なべに Ａ を入れて煮立たせ、④を重ねないように
　入れ、すき間ににんじん、いんげん、しめじを入れ
　てふたをし、中火で 15 ～ 20 分程度煮る。
⑥つまようじを抜いて２つに切り、野菜とともに盛り
　付け、煮汁をかける。

●レタス（１玉）
●鶏ミンチ（300g）
●塩（少々）
●こしょう（少々）
●豆腐（150g）
●玉ねぎ（100g）
●にんじん（40g）

◆材料（４人分）
●いんげん（40g）
●しめじ（100g）
●だし汁（400cc）
●酒（大さじ１）
●みりん（大さじ１）
●しょうゆ（大さじ１）
●塩（小さじ 1/4）

Ａ

岡山県栄養士会　玉瀬支部瀬戸内ブロックです。
　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２問

国吉康雄「安眠を妨げる夢」

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
、
地

域
医
療
確
保
に
関
心
を
持
ち
、
円

滑
な
実
施
に
貢
献
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

修
学
資
金
の
貸
与
を
行
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格

　
看
護
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、

臨
床
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
も
し

く
は
臨
床
工
学
技
士
を
養
成
す
る

学
校
ま
た
は
養
成
所
に
在
籍
す
る

学
生
で
、
卒
業
後
に
市
民
病
院
に

勤
務
す
る
意
思
を
有
す
る
人

▽
募
集
人
数　
３
人

▽
貸
与
金
額　
月
額
５
万
円（
一
律
）

▽
受
付
期
間　
４
月
２
日
（
月
）

　
～
20
日
（
金
）（
必
着
）

▽
応
募
方
法　
募
集
要
領
を
ご
確

　
認
の
上
、
必
要
書
類
を
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。
要
領
や
様
式
は

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
選
考
方
法　
提
出
さ
れ
た
書
類

　
お
よ
び
面
接
に
よ
る
審
査

※
面
接
審
査
の
日
時
な
ど
は
別
途

　
通
知
し
ま
す
。
ま
た
、
修
学
資

　
金
の
貸
与
は
平
成
30
年
度
予
算

　
の
成
立
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

　
　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/
　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
市
営
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
日　
５
月
１
日
（
火
）

▽
申
込
期
間

　
４
月
３
日
（
火
）
～
13
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
　

建
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

募　
　

集
  

平
成
30
年
度
瀬
戸
内
市
民
病
院

  

修
学
資
金
の
修
学
生
を
募
集

  

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

  

募
集
し
ま
す

応
問

　求職者支援訓練とは、雇用保険を
受給できない求職者などを対象に、民
間教育訓練機関が実施する「就職」を
目的とした公的な職業訓練です。
　５・６月に開講するコースの受講者
を募集しています。

▽募集科　基礎コース・実践コース（介
　護福祉、医療事務、事務分野など）
※開講日、訓練期間（２～６カ月）な
　どは、コースによって異なります。

▽受講料　原則無料（テキスト代など
　は自己負担）
※一定の要件（収入・資産など）を満
　たす人には、「職業訓練受講給付金
　（月 10 万円と交通費（所定の額））」
　が支給される場合があります。
　ハローワーク西大寺
☎０８６ - ９４２ - ３２１２

求職者支援訓
練

問

問
申

団地名 所在地 構造 規格 戸数

粟利郷団地 牛窓町長浜 5553 - 2 木造
２階建 ３ＤＫ １戸

中村団地 牛窓町長浜 3630 - 1 簡耐
２階建 ３ＤＫ １戸

△

募集団地

受講者募集

清宮質文「入日」1972 年

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
３
月
26

　
日
（
月
）、
４
月
２
日
（
月
）、

　
９
日
（
月
）

▽
観
覧
料　
一
般
４
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

　

－

生
誕
１
０
０
年

－

　

限
り
な
く
深
く
澄
ん
だ
詩
情
の

　

世
界　

清
宮
質
文
展　

Ⅱ
期

　

清せ
い
み
や宮

質な
お
ぶ
み文

（
１
９
１
７-

１
９
９
１
、
東
京
都
出
身
）
は
、

寡
作
で
知
ら
れ
る
木
版
画
作
家
で

す
。
観
る
も
の
の
心
深
く
に
静
か

に
語
り
か
け
て
く
る
清
宮
の
作
品

に
は
、没
後
27
年
を
経
た
今
な
お
、

多
く
の
フ
ァ
ン
の
心
を
つ
か
む
魅

力
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、
横
須
賀
美

　

国
吉
康
雄
展

　

   

こ
こ
は
、
わ
た
し
の
遊
び
場

　
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し
た
画
家
・
国

吉
康
雄
（
１
８
８
９-

１
９
５
３
、

岡
山
県
出
身
）
の
思
索
に
富
む

さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
通
し
て
、
ひ

と
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
体
験
し

た
、
20
世
紀
初
頭
の
民
主
主
義
の

発
展
と
戦
争
、
人
間
と
社
会
の
あ

り
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　
３
月
17
日
（
土
）

　
～
４
月
15
日
（
日
）

術
館
の
所
蔵
品
を
中
心
に
、
ガ
ラ

ス
絵
、
水
彩
画
、
モ
ノ
タ
イ
プ
を

約
１
０
０
点
紹
介
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　
４
月
21
日
（
土
）

　
～
６
月
３
日
（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
４
月
23

　
日
（
月
）

▽
観
覧
料　
一
般
５
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
４
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

【
以
下
、
展
覧
会
共
通
】

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

　
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

【
国
吉
康
雄
展　

関
連
イ
ベ
ン
ト
】

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー

　

本
展
企
画
者
の
才さ

い
と士
真し

ん
じ司
氏

（
岡
山
大
学
国
吉
康
雄
研
究
講
座

准
教
授
）
と
、
最
新
の
国
吉
研
究

の
成
果
を
踏
ま
え
た
対
話
・
探
求

型
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
で
す
（
申

し
込
み
不
要
）。

▽
日
時　

３
月
25
日
（
日
）、
４
月

　
15
日
（
日
）

　
午
後
２
時
～
（
約
60
分
）

▽
参
加
費　
要
観
覧
料

★
国
吉
康
雄
検
証
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

　

リ
ー
映
画
「
国
吉
を
誤
解
し
て

　

い
る
日
本
・
忘
れ
た
ア
メ
リ
カ
」

　

上
映
会

　
国
吉
康
雄
の
教
え
を
受
け
た
ブ

催
し
物

ル
ー
ス
・
ド
ー
フ
マ
ン
氏
や
、
国

吉
康
雄
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

バ
ー
ド
大
学
の
ト
ム
・
ウ
ル
フ
氏

な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
最
新

の
国
吉
像
に
迫
る
映
像
作
品
を
上

映
し
ま
す
（
申
し
込
み
不
要
）。

▽
日
時　

４
月
15
日
（
日
）

　
午
後
１
時
～
（
約
60
分
）

▽
参
加
費　
要
観
覧
料

【
清
宮
質
文
展　

関
連
イ
ベ
ン
ト
】

★
ガ
ラ
ス
絵
を
描
こ
う

　
ガ
ラ
ス
絵
を
制
作
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
す（
申
し
込
み
必
要
）。

▽
日
時　

４
月
29
日
（
日
・
祝
）

　
午
後
１
時
30
分
～
（
約
60
分
）

▽
講
師　
山
本
佳
子
氏
（
一
水
会

　
会
員
・
日
展
会
友
）

▽
参
加
費　
要
観
覧
料

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
作
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
作
品

の
見
ど
こ
ろ
を
解
説
し
ま
す
。

▽
日
時　
4
月
22
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
（
約
30
分
）

▽
参
加
費　
要
観
覧
料

　
　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

　マダニは、県内に広く分布していると考えられています。マダ
ニにかまれると、重大な感染症にかかることがあります。
　マダニは冬も生息しているため、年間を通じて、マダニにかま
れないための予防対策が必要です。

【マダニにかまれないために】
〇草むらなどに入るときは、肌が露出しないように、
　長袖、長ズボン、帽子、手袋、長靴などを着用する。
〇地面や草むらに直接寝転んだり、腰を下ろしたり、
　服を置いたりしない。

【マダニにかまれたら】
〇吸着しているマダニを無理に引き抜こうとすると、マダニの一
　部が皮膚に残ることがあるので、医療機関（皮膚科）で処置を
　してもらう。
〇発熱などの症状が認められた場合は、早めに医療機関を受診し、
　野山などで活動したことを伝える。
　岡山県備前保健所保健課　☎０８６ - ２７２ - ３９３４

マダニに　　　しましょう

問
申

  

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  

展
覧
会

問



　  「甦った赤羽刀」（２月 18 日～４月 22 日）
　  「日本刀解体新書」（４月 26 日～６月 24 日）
刀

42018 年 　　 月の予定

人の動き《平成 30 年３月１日現在、かっこ内は前月比》

人口 ３７，６４０人 （－８０） 男 １８，０１７人  （ー３６）

世帯 １５，４７１世帯 （－３７） 女 １９，６２３人  （－４４）

1 日

体 瀬戸内市剣道教室　8：00 ～　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター
体 瀬戸内市ミックスダブルステニス大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園
体 瀬戸内市春季軟式野球大会１日目　8：30 ～
　邑久スポーツ公園、長船スポーツ公園

2 月
3 火
4 水
5 木 ⑨窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

6 金
7 土

8 日
体 瀬戸内市春季軟式野球大会２日目　8：30 ～
　邑久スポーツ公園、長船スポーツ公園
体 歩こう会　藤戸寺コース　8：29　邑久駅発

9 月
10 火 ⑥こころの健康相談　9：00 ～ 11：00　ゆめトピア長船

11 水 ⑧１歳６か月児健診【対象：平成 28 年９月生】
　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

12 木 ⑧２歳児健診【対象：平成 27 年 12 月生】　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

13 金 ⑤離乳食講習会【対象：７～ 12 カ月児】　9：45 ～ 10：00　ゆめトピア長船
⑦精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

14 土 体 瀬戸内市体協ゴルフ大会　8：56 ～　長船カントリークラブ

15 日 体 瀬戸内市春季ソフトバレーボール大会　7：30 ～
　牛窓中学校体育館、牛窓体育館

16 月
17 火

18 水
③住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑧乳児健診（４カ月児）【対象：平成 29年 11 月生】
　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

19 木 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所

20 金
21 土 体 瀬戸内市春季ペタンク大会　8：00 ～　邑久スポーツ公園

22 日 体 瀬戸内市春季ソフトボール大会　7：00 ～
　邑久スポーツ公園、長船スポーツ公園

23 月
24 火 ④育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

25 水 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
⑧３歳児健診【対象：平成 26 年 10 月生】　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

26 木

27 金 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑤離乳食講習会【対象：４～６カ月児】　9：45 ～ 10：00　ゆめトピア長船

28 土

29 日 昭和の日
体 ソフトバレーボール交流会　9：00 ～　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

30 月 振替休日
体 ソフトバレーボール交流会　9：00 ～　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

刀 美
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 「国吉康雄展　ここは、わたしの遊び場」（３月 17 日～４月 15 日）
　  「ー生誕 100 年ー　限りなく深く澄んだ詩情の世界
　　　　　　　　　  　　清宮質文展　Ⅱ期」（４月 21 日～６月３日）

美

①行政相談（主に行政全般に関する相談）　　　　　　  
　【相談員：行政相談委員（予約不要・無料）】
　問総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問市民課　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
③住宅増改築相談 
　問建設課　☎０８６９ - ２２ - ２６４９
④育児相談（乳幼児に関する相談） 
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑤離乳食講習会 
　【対象：生後４カ月以上の乳児の保護者（要予約・無料）、
　定員：４～６カ月児、７・８カ月児、９～ 12 カ月児、各 10 人】
　 健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑥こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑦精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談） 
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑧子どもの健診 
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑨窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い
　　合わせください。
　問　・市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９ - ２２ - ２４６４
※①～⑨の日時は、左のカレンダーをご覧ください。

○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問消費生活センター　☎０８６９ - ２４ - ８０１１
○発達障害専門相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予子ども包括支援センター　☎０８６９ - ２４ - ８０３３

問予

問い合わせ・予約先など

刀 備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７
美 瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９ - ３４ - ３１３０
体 瀬戸内市体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

みんな
の
広場
秘書広報課
☎0869-24

-7095問

投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、住所、生年月日、家族（氏名、続柄：
２人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・川柳・詩
③催し物の告知や募集
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所・日時、コメント、
市ホームページへの掲載可否などを記入
★応募方法
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
FAX・電子メールなどで秘書広報課へ送付
してください。匿名・ペンネームを希望す
る場合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿作品や原稿は返却しま
せん。掲載の都合上、全ての作品や原稿を
掲載できない場合がありますので、あらか
じめご了承ください。
　　秘書広報課
〒 701 - 4292　瀬戸内市邑久町尾張 300 - １
☎０８６９ - ２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail：hiroba@city.setouchi.lg.jp

問応

休
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日

固定資産税【１期】（全期前納）
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

５月１日（火）が納付期限の市税・保険料

     相続遺言・登記・  成年後見等相談

  ▽ 日時　４月 14 日（土）　9：30 ～ 12：00

  ▽ 場所　中央公民館（邑久）

  ▽ 相談員　司法書士　※相談料無料、事前予約は不要です。
　   岡山県司法書士会　おかやま総合相談センター　☎０８６ - ２２６ - ０４７０問
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５
月
３
日
は
、
憲
法
記
念
日
で
す
。

　

裁
判
所
、
検
察
庁
、
法
務
局
お
よ
び
弁

護
士
会
で
は
、
憲
法
記
念
日
を
中
心
と
す

る
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
1
週
間
を

「
憲
法
週
間
」
と
し
、
無
料
法
律
・
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

【
無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
】

　

土
地
、
家
屋
、
交
通
事
故
、
金
銭
の
貸

借
、
離
婚
、
相
続
、
人
権
、
子
ど
も
の
非

行
・
人
権
、
登
記
な
ど
の
法
律
問
題
に
つ

い
て
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
で
き
る
だ
け

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

５
月
２
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　

岡
山
弁
護
士
会
館

　
（
岡
山
市
北
区
南
方
１-

８-

29
）

【
法
廷
の
見
学
・
裁
判
の
傍
聴
】

　

裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
事
前
に
人
数
や
時

間
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
裁
判
は

自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
傍
聴
席
に
限
り

が
あ
る
た
め
、
団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
す

る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

☎
０
８
６-

２
２
２-

６
７
７
１

   

無
料
法
律
・
人
権
相
談
な
ど

憲
法
週
間
行
事
を
行
い
ま
す

問
申

大賀島権現祭り
  けいじばん

　大賀島大
だいちみょう

智明権
ごんげん

現の春祭りが本年も次のとおり行わ
れます。大

たいゆうざん
雄山大賀島寺の境内では、客殿でしゃぎりを

奉納し、その後、豪華なだんじりや六角神
み こ し

輿（市指定重
要文化財）が巡行します。

▽ 日時　４月 29 日（日・祝）※以下は予定の時間です。
　午前 10 時 20 分～　しゃぎり奉納
　午後１時～　だんじり出発
　午後２時～　お菓子まき（小学生以下対象）、もち投げ
　午後２時 20 分～　神輿出発

▽ 場所　大雄山大賀島寺
　大賀島寺　☎０８６９ - ２２ - ０３４０

地域の人たちに引かれ、練り歩く円張だんじり

問

フ
ル
ー
ト
は
「
虹
の
彼
方
に
」
年
新
た

的
場　
松
葉
（
牛
窓
町
長
浜
）

火
に
潮
の
命
の
息
吹
く
牡
蠣
を
焼
く

奥
山
登
志
行
（
牛
窓
町
牛
窓
）

極
寒
の
朝あ

し
た

万
物
動
か
ざ
る

原
野
信
一
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

大
寒
の
コ
ー
ラ
ス
帰
り
光
る
月

野
口　
慶
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

雪
し
ま
く
こ
こ
は
日
本
の
エ
ー
ゲ
海

後
藤　
靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

オ
リ
ー
ブ
園
よ
り
初
凪
の
海
見
放さ

く

原
野　
孝
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

目
差
し
の
や
さ
し
き
菩
薩
笹
子
鳴
く

福
本　
曙
生
（
牛
窓
町
牛
窓
）

野
水
仙
女
の
花
よ
と
楚
々
と
咲
き

谷
口　
正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

蝶
が
舞
う
菜
の
花
畑
恋
よ
咲
け

大
倉　
　
衞
（
長
船
町
飯
井
）

ワ
タ
リ
ガ
ニ
の
放
映
見
た
り
戻
り
来
よ

好
物
た
り
し
そ
を
食
べ
に
亡つ

ま夫
よ

上
山　
幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

氏
神
に
参
拝
終
え
て
見
渡
せ
ば

遥
か
小
豆
島
霞
み
て
淡
し

朝
霧　
好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

生
け
る
身
も
あ
わ
れ
識し

れ
と
や
空
に
消
ゆ

百も
も
と
せ歳
耐
え
し
故ふ

る
さ
と郷
の
家

桂
舟
道
人
（
邑
久
町
山
田
庄
）

枯
芝
の
中
に
ち
ら
ほ
ら
さ
み
ど
り
の

草
の
芽
が
告
ぐ
春
は
そ
こ
ま
で

舟
積
由
紀
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

（
敬
称
略
）




